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12) 高橋和雄：火山噴火と社会-災害対策と復興 -、平成 28 年度「キャンプ砂防 in 雲仙」、
島原（2016.8.26） 
13) 高橋和雄：命と暮らしを守る、NBC(長崎放送局)防災スペシャル、長崎（2016.9.3） 
14) 高橋和雄：斜面市街地の防災、50 年後の長崎を考える会、長崎（2016.10.12） 
15) 高橋和雄：気象災害（土砂災害）、平成 28 年度長崎県防災推進員(自主防災リーダー)
養成講座、西海（2016.10.22） 
16) 高橋和雄：国土強靭化地域計画と地震防災、ながさき建設技術フェア 2016 命を守る
～防災・減災～、長崎（2016.10.27） 
17) 高橋和雄：基調講演「自助・共助の重要性や多様な組織との連携について」、地域防災
力充実強化大会 in 佐賀 2016、佐賀 （2016.10.28） 
18) 高橋和雄：平成 28 年度溶岩ドームの崩壊に備えた防災訓練に関するコメント、島原 
（2016．11．2） 
19) 高橋和雄：これからの安中の取組みに向けて、島原復興 25 周年講演会、島原
（2016.11.13） 





22) 高橋和雄：1990-95 Mt.Unzen-Fugen Eruption Disaster in Shimabara、平成 28 年度
全南大学校及び成均館大学校からの短期留学生受入プログラム、長崎（2017.1.17） 
23) 高橋和雄：道守活動について、平成 28 年度壱岐地区愛護推進協議会、壱岐（2017.1.19） 
24) 高橋和雄：小島で火事 高齢者 1 人死亡 斜面地家裁の課題、KTN テレビ長崎ニュー
ス、（2017.2.17） 
25) 高橋和雄：九州の自然災害とその伝承、第 61 回土木学会水工学講演会(九州大学)、福
岡（2017.3.16） 





発，第 18 回国土技術開発賞創意開発技術賞（2016.7） 
2) 河村太紀（長崎大学大学院工学研究科博士前期課程）（指導教員：松田浩）：土木学会
平成 28 年度全国大会第 71 回年次学術講演会優秀講演者賞，「コンクリート橋の維持管
理のための 3D モデリングと実計測の活用」（2016.9） 
3) 原田哲夫，生田泰清，佐々木謙二，大畑裕志，徳山ミョーキン：定着用膨張材による
CFRP より線と PC 鋼より線の定着機構に関する研究，平成 27 年度土木学会田中賞（論
文部門）（2016.6） 
4) 呉学震(長崎大学大学院工学研究科博士後期課程) (指導教員:蒋 宇静)：平成 27 年度
地盤工学会九州支部優良学生賞，「岩の post-failure 挙動の拘束圧効果に関する研究」
(2016.4) 
5) 蒋 宇静：平成 27 年度岩の力学連合会論文賞「A fractal model for characterizing 
fluid flow in fractured rock masses based on randomly distributed rock fracture 

















































(一社)溶接学会 溶接疲労強度研究委員会 幹事  1999.7-現在 
(一社)日本鋼構造 
協会 
年次研究発表会小委員会 委員長 2016.5-現在 
(一社)九州橋梁･ 
構造工学研究会 




住宅計画小委員会 委員 2007.4-現在 
コミュニティ居住小委員会 委員 2014.4-現在 
男女共同参画推進委員会 幹事 2008.10-現在 
作品選集九州支部選考部会 委員 2014.6-現在 
九州支部 常議員 2015.5-現在 












































連合会誌 編集長 2011.6-2015.5 
資源素材学会 岩盤工学委員会 委員 2003.5-現在 
日本材料学会 岩石力学部門委員会 委員 2001.3-現在 
九州応用地質学会 評議員 2014.4-現在 
ISRM(International 
Society for Rock 
Mechanics) 
 























アンテナの理論と実際）実行委員   
2016.1-現在 
アンテナ伝搬ワークショップ（円偏











IEEE Antenna & Propagation 














Steering committee member 2015.12-2017.3 
2016 Asia-Pacific 
Engineering 
























開催学会等名 主催学会等 会期 世話人等 参加者数 
産業基盤維持管理技術 








延べ約 200 名 
長崎地盤研究会 





延べ約 200 名 
西日本放電懇談会 
（年 1 回開催） 
 
2016.08.7-8 藤島 延べ約 60 名 
応用物理学会九州支部 
学術講演会 










2016.08.22-23 藤本孝文 延べ約 60 名 
2016 Asia-Pacific 
Engineering Research 
Forum on Microwaves and 
Electromagnetic Theory  




2016.10.21-22 藤本孝文 延べ約 50 名 
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